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令和元年１１月１日現在 



 

高大連携で、多様な可能性を伸ばし、地域に愛される学校を目指して 

 

千葉県立千葉女子高等学校      

 

 本校はＪＲ総武線稲毛駅の東方１．２キロに位置し、通学路には公民館、図書館、公園

があります。交通の便もよく、敷地内は四季折々の花が咲き、豊かな自然環境に恵まれて

います。 

本校には普通科と家政科があり、約９５０人の生徒は、明るく素直で、元気に勉学に励

み、部活動も加入率が９９％（兼部を含む）と盛んです。 

英語への興味・関心を高める１年生夏の English Tour（希望者）や、一生の思い出とな

る２学年時の国際交流派遣（希望者）、クラス対抗の百人一首大会、３年に一度開催される

船の旅など、多彩な行事を行っています。 

 

本校は、今回「魅力ある県立学校づくり大賞」への応募として、社会で必要となる豊か

なコミュニケーション力、他者と協働する姿勢を育み、自立できる女性、社会のリーダー

となる女性を育成することを目的に、高大連携事業、部活動を通じての地域との連携に取

り組んでいることを紹介します。 

千葉大学との教員基礎コースに関しての事業では２年生３５名が受講し、他校教員基礎

コース受講生との交流事業にも参加しました。東邦大学理学部との事業では、実験を中心

とした授業を体験し感性を磨いています。また、今年度は和洋女子大学との連携締結が千

葉日報に掲載されましたが、家政科を中心に交流を行い、大学にある最先端の装備を使用

させていただくなど貴重な体験することができました。 

更に、地域との連携では小中台ファミリーフェスティバルにて合唱部、マンドリン・ギ

ター部、吹奏楽部、チアリーディング部が参加し近隣小・中学校との交流を深めました。

またマンドリン・ギター部、チアリーディング部は稲毛駅１２０周年記念事業に参加し会

場を盛り上げました。家政科はハウス食品・マミーマートとの共同レシピ開発を行い、そ

の様子は J-COMテレビで放映されました。家政科の生徒が台風・豪雨の被災者支援のため

にティッシュカバーを作成し、稲毛駅で募金活動を行いました。その様子は千葉日報に掲

載されました。 

 

 こういった取組に参加した生徒からは、「自分のキャリア形成に役立つ。」「大学の授業は

難しいと思っていたが、楽しかった。」「高校とはまた違った学びを体験できた。」など、感動

の声が多く上がっています。 

 地域の方々からは「今年も素晴らしかった。」「最後まで楽しませていただいた。」などとい

った声が寄せられています。 

  

今後も各機関との連携を図り、次年度に向けての改善点を共有し、この取組を発展させて

いきたいと思います。 

本校は、これからも生徒の個性を伸ばす教育活動、地域貢献に積極的に取り組んでまいり

ます。御期待ください。 

皆様の御来校をお待ちしています。 

 

 


